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はじめに 


このたびは、 「 CG - WLCB 54 AG 2」 をお買い上げいただきまして誠にありがとうございます。本書は本製品 
を正しくご利用いただくための手引きです。必要なときにいつでもご覧いただけるように、大切に保管して 
<ださい。 

コレガ製品に関する最新情報（ファームウエアのバージョンアップ情報など）は、弊社のホームぺージでお 
知らせいたします。 

http://www.corega.co.jp/ 



アルのご紹介 


本製品には、次のマニュアルが添付されています。本製品の各マニュアルをよくお読みになり、本製品を正 
しくお使いください。 


•安全にお使いいただくためにお読みください(付属:紙マニュアル） 

安全にお使いいただくためのご注意を説明しています。本製品をお使いになる前に必ずお読みになり、正し 
くお使いください。 


•らくらく導入ガイド(付属:紙マニュアル） 

本製品の付属品、各部の名称、専用ソフトウェアの読み込み手順について説明しています。本製品の導入時 
にご覧ください。 


• Q&A (付属:冊子マニユアル） 

本製品のトラブルシューティング、サボートに関する情報について説明しています。必要に応じてご覧くだ 
さい。 


•詳細設定ガイド(ユーティリティディスク収録: PDF マニュアル•本書) 

セキュ U ティ設定など、本製品の詳細な機能説明や設定方法などを説明しています。 
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本書の読み方 


本書で使用している記号や表記には、次のような意味があります。 

♦記号について 



A 


人が死亡または重傷を負う可能性が想定される内容を示します。 


[W 

注意 


操作中に気を付けていただきたい内容です。必ずお読みください。 


隨 

メモ 


補足事項や、参考となる情報を説明しています。 


•表記について 


本製品 

CG - WLCB 54 AG 2 を指します。 

「」-「」-「」 

「」で囲まれた項目を順番に選択することを示します。 

[] 

[] で囲んである文字は、画面上のボタンを表します。 

例：|^| - 「0 K 1 


♦正式名称について 

本書で使用しているソフトウェア名の正式名称は以下のとおりです。 


〈 Windows 〉 

Windows ®. Microsoft ® Windows ® operating system 

Windows ® XP . Microsoft ® Windows ® XP Home Edition operating system および 

Microsoft ® Windows ® XP Professional operating system 

Windows ® 2000 . Microsoft ® Windows ® 2000 Professional operating system 

Windows ® Me . Microsoft ® Windows ® Millennium Edition operating system 

Windows ® 98 SE . Microsoft ® Windows ® 98 Second Edition operating system 


•イラスト、画面について 

本文中に記載のイラストや画面は、実際と多少異なることがあります。 
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PART 


1 

本製品の使い方について 


接続方法を決めよう 


本製品は、 EEE 802.1 la (チャンネル変更対応済)、 g 、 b 規格に対応した無線 LAN (ワイヤレス）通信ア 
ダプタです。 IEEE 802.1 la (チャンネル変更対応済)、 g 、 b 規格に対応した無線ルータや無線アクセスポ 
イントと組み合わせることで、無線ネットワークを構築することができます。また、本製品は 「 Ad - Hoc モー 
ド」にも対応しており、同じ規格の無線アダプタ間との通信も可能ですので、次に紹介する例を参考にして、 
本製品とノ くソコンの接続方法を決めてください。 

7^1本製品は、各社の無線 LAN 機器との間で相互接続性を確保していますが、個別製品の接続可否 
H について は、お使いの機器の製造•販売元にお問い合わせください。 


■アクセスポイントを使ってインターネットに接続する 〜 Infrastructure 

「インターネット接続を複数台のパソコンで共有したい」、「ケーブルなしでインターネットに接続したい」と 
いった場合には、次の図のようにアクセスポイントを使ってインターネット接続します。この際、無線 LAN 
機器のモードは 「 Infrastructure 」 モードに設定します。また、既にケーブルを使ってネットワークが構築 
されている環境に、無線 LAN を追加するときなどもこの モー ドにします。本製品の工場出荷時の設定は、 
「 Infrastructure 」 モー ドに設定されております。 



屬 アクセスポイントは別途ご購入いただく必要があります。 
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■パソコン同士でファイルのやりとりをするだけなら〜 Ad-Hoc 


「離れた場所にあるパソコン同士でファイル交換ができればいい」という場合には、アクセスポイントは不要 
となり、無線 LAN アダプタを搭薩したパソコン同士で直接通信をします。この際、無線 LAN 機器のモード 
は 「 Ad - Hoc モード」に設定します。設定方法については、 「 PART 2 無線 LAN の設定をしよう」の rAd - 
Hoc モードで使うときは…」 ( P .15) をご覧ください。 



7 f | 「 Ad - Hoc モード」では、52、56、60、64の4チヤンネルの使用はできません。 


■無線 LAN のセキュリティ対策について 

無線 LAN では電波を使って通信を行うため、電波が届く範囲であれば、通信内容を傍受されたり、不正侵入 
されたりする恐れがあります。このようなことを防ぐため、本製品は次のようなセキュ U ティ機能を用意し 
ています。セキュリティの設定を行う場合は、 「 PART 2 無線 LAN の設定をしよう」の「セキュリティの設 
定をしよう」 （ P .19) をご覧ください。 

• 通信グループ化をする 

ESSID を設定する 

• 通信内容を暗号化する 

WEP (暗号キー）を設定する 

WPA または WPA 2 (高度な暗号キー）を設定する 

•通信グループ化し、通信内容を暗号化する 

JUMPSTART を使う 
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本製品を使わないときは… 


■本製品をパソコンから取り外す 

本製品をノ（ソコンから取り外す場合は、次の手順で取り外してください。本製品を正しい手順で取り外さな 
い場合、パソコンが正常に動作しなくなることがあります。 

• 本製品を取り外す前に、ご使用のパソコンがネットワークに接続していないこと、また、他の 
パソコンからアクセスされていないことを確認してください。 

• 次にご紹介する操作を行うと、実際に本製品を取り外さなくてもデバイスの使用を停止したと 
みなされ、本製品は使用できなくなります。再度使用するときは、一度本製品を取り外してか 
ら再び取り付けてください。 

1画面右下のタスクトレイ（通知領域）上の承をクリックし、 「CG-WLCB54AG2 を 安全に取り外しま 
芝」をクリックします（ご使用の 0S により、下線部の表示は、中止や停止するという意味の内容に 
なります）。 

2 安全に取り外せる旨のメッセージが表示されたら、 [0K] をクリックします。 

3 本製品を PC 力ードス□ットから取り外します。 

以上で取り外しの手順は終了です。再度使用する場合は、 PC 力ードス□ットに取り付けると使用できます。 


■ソフトウェアを削除するには 

本製品用のソフトウェアをノ':ソコンから削除する方法を説明します。 

•本製品のユーテイリテイとドライパを削除する場合 

1「本製品をパソコンから取り外す」の手順に従って、パソコンから本製品を取り外します。 

2 「スタート」一「すべてのプログラム」一 「CG-WLCB54AG2」一 「無線 LAN モニタの削除」 (Windows 
2000 / Me /98 SE では「スタート」一「プ□グラム」一 「CG-WLC 巳 54AG2」一 「無線 LAN 
モニタの削除」）をクリックします。 

3 「ファイルの削除の確認」が表示されます。 

4 [0K] をクリックします。 

5 ユーテイリテイとドライバの削除が行われ、しばらくすると HnstallShield Wizard の完了」が表示 
されます。 

6 [完了]をクリックします。 

以上でユーテイリテイとドライバの削除は終了です。 
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ユーテイリテイとドライバの削除では、 JUMPSTART は削除されません。 「 JUMPSTART の削除 
aaj する場合」（次ページ）をご覧になり、削除を行ってください。 
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• JUMPSTART を削除する場合 

1「本製品をパソコンから取り外す」の手順に従って、パソコンから本製品を取り外します。 

2 「スタート」一「すべてのプ□グラム」一 「 JumpStart 」一 「JumpStart の削除」 （Windows 2000 
では「スタート」一「プ□グラム」一 rJumpStartJ - 「JumpStart の削除」）をクリックします。 

3 「ファイルの削除の確認」が表示されます。 

4 [0 K ] をクリックします。 

以上で JUMPSTART の削除は終了です。 
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PART 



無線 LAN の設定をしよう 


ネットワークの設定をする 

無線 LAN でデータをやりとりしたり、インターネットに接続したりするには、ネットワークの設定が必要に 
なります。 

■インターネットに接続するとき 

本製品を取り付けたノ':ソコンでインターネットに接続するには TCP / IP の設定が必要です。次の手順で設定 
を確認してください。 

• Windows XP の場合 

設定を変更するには「コンピュータの管理者」または同等の権限をもつユーザ名でログオンして 
ください。 

1「スタート」一「コント□—ルパネル」をクリックします。 

2 「ネットワーク接続」をダブルクリックします。 

「ネットワーク接続」が表示されていない場合は、画面左側の「クラシック表示に切り替える」 
をクリックしてください。 

3 「ワイヤレスネットワーク接続」を右クリックし、「プロパティ」を選択します。 

4 「インターネットプロトコル（ TCP / IP )」を選択し、[プ□パティ]をクリックします。 


I 


び 


丄ワイ v レスネ9トワーク招较のブロパティ r ?) rx ) 


全般 ヤレスネクトワ'-ク1詳細設定 
接続方法： 

鞞 CG-WLCB54AQ2 fMB 

この接続は)欠の項目を使用します炒 

< > 



②[プロノてテイ]をクリックします。 


[ OK ) I キャンセル I 


①「インターネツトプロトコル ( TCP / 
IP )」 を選択します。 
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5 


「全般」タブをクリックし、次のように設定します。 



① 


② 


① DHCP サーバ機能を持ったルータなどを使ってインターネットに接続する場合は、 「 IP アドレス 
を自動的に取得する」を選択します。 

② DHCP サーバ機能を使用しない場合や、特定の IP アドレスを割り当てる必要がある場合は、「次 
の IP アドレスを使う」を選択して、使用する IP アドレスとサブネットマスクを入力してください。 

お使いの環境によっては、この他にもネットワークの設定をする必要があります。詳しくはネッ 
トワーク管理者にお問い合わせください。 


6 [0 K ] をクリックします。 

7 「ワイヤレスネットワーク接続のプ□パティ」画面の [0 K ] をクリックします。 

8 パソコンを再起動します。 

以上で TCP / IP の設定は終了です。本製品と接続するネットワーク機器の設定につきましては、各機器の取 
扱説明書をご覧ください。 

• Windows 2000 の場合 

設定を変更するには 「 Administrator 」 または Administrators グループのユーザ名でログオンし 
てください。 

1「スタート」一「設定」一「ネットワークとダイヤルアップ接続」をクリックします。 

2 「□—カルエリア接続」を右クリックし、「プ□パティ」を選択します。 


び 





「口ーカルエリア接続」の名称はご使用のパソコンの環境によって異なる場合があります。 







































3 「インターネットプロトコル（ TCP / IP )」を選択し、[プ□パティ]をクリックします。 


一カルエリア接続のブ□パティ 


全般|共有| 
接続の方法： 




| CG-WLCB54AG2 

[ 橘成 (0 ] 

チ I ックマ-クがオンになっているコンボ-ネントがこの接続で•使用されていま寸 ( Q ): 



厂①「インターネツトプロトコノレ ( TCP / 
IP )」 を選択します。 


②[プロ ノ V ° テイ]をクリックします。 


r 掊樹瓴こタスクパ'■(こアイコンを表示する劬 


0 K | キゃンセル 


4 「全般」タブをクリックし、次のように設定します。 



① 


② 


① DHCP サーバ機能を持ったルータなどを使ってインターネットに接続する場合は、 「 IP アドレス 
を自動的に取得する」を選択します。 

② DHCP サーバ機能を使用しない場合や、特定の IP アドレスを割り当てる必要がある場合は、「次 
の IP アドレスを使う」を選択して、使用する IP アドレスとサブネットマスクを入力してください。 

お使いの環境によっては、この他にもネットワークの設定をする必要があります。詳しくはネッ 
トワーク管理者にお問い合わせください。 

5 [0 K ] をクリックします。 

6 「口ーカルエリア接続のプ□パティ」画面の [0 K ] をクリックします。 

7 パソコンを再起動します。 
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• Windows Me /98 SE の場合 


ここでは例として Windows Me の画面を使用しています 。 Windows 98 SE をご使用の場合も手順は同様 
です。 

1「スタート」一「設定」一「コント□—ルパネル」をクリックします。 

2 「コント□—ルパネル」にある「ネットワーク」アイコンをダブルクリックします。 

3 「現在のネットワークコンポーネント」の一覧から 「 TCP/IP —> CG - WLCB 54 AG 2」 を選択し、[プ 
□パティ]をクリックします。 



① 「 TCP / IP - > CG-WLC 巳 54 AG 2」 
を選択します。 

※ネットワークアダプタが本製品だ 
けの場合は「 TCP / IP 」と表示され 
ます。 


②「プロパティ」をクリックします。 


4 「 IP アドレス」タブをクリックし、次のように設定をします。 



① 


② 


① DHCP サーバ機能を持ったルータなどを使ってインターネットに接続する場合は、 「 IP アドレス 
を自動的に取得する」を選択します。通常はこちらを選択します。 

② DHCP サーバ機能を使用しない場合や、特定の IP アドレスを割り当てる必要がある場合は、「次 
の IP アドレスを使う」を選択して、使用する IP アドレスとサブネットマスクを入力してください。 
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7^1 お使いの環境によっては、この他にもネットワークの設定をする必要があります。詳しくはネッ 
眞I トワーク管理者にお問い合わせください。 

5 [0 K ] ボタンをクリックします。 

6 「ネットワーク」画面の [0 K ] ボタンをクリックします。 

以上で TCP / IP の設定は終了です。本製品と接続するネットワーク機器の設定については、各機器の取扱説 
明書をご覧ください。 
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「 Ad - Hoc モード」で使うときは… 


■「 Ad - Hoc モード」を利用したネットワークに接続する 

1画面右下の I をダブルクリックし、本製品のユーティリティを起動します。 

2 ユーティリティが起動すると、通信可能な ESSID (ネットワーク）が自動的に表示されます。 

3 「優先するアクセスポイント」の欄に表示された ESSID を選択し、[プ□パティ]をクリックします。 
新規で 「 Ad - Hoc モード」を利用したネットワークを構築する場合は、[追加]をクリックします。 



① ESSID を選択します。 


②[プロパティ]をクリックします。 


4 「ESSID (無線ネットワーク名)」に接続したいネットワークの ESSID を入力し、 「 Ad - Hoc モード（ア 
クセスポイントを使用しない)」にチェックをつけます。設定したら [0 K ] をクリックします。 



①接続したいネットワークの ESSID を 
確認します。 


|—② 「 Ad - Hoc モード（アクセスポイント 
を使用しない)」にチェックをつける。 


③設定が終了したら [0 K ] をクリック 
します。 
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5 接続する 「 Ad - Hoc モード」のネットワークを「優先するアクセスポイント」の一覧から選択し 、 i 
をクリックして、接続するアクセスポイントを固定します。 



① ESSID を選択します。 


②クリックします。 


6 画面右下の[適用]をクリックして設定を反映させます。 

以上で 「 Ad - Hoc モード」を利用したネットワークへの接続は終了です。 
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■新規で 「 Ad - Hoc モード」のネツトワークを構築する 


1画面右下の f をダブルクリックし、本製品のユーティリティを起動します。 

2 通信可能な ESSID (ネットワーク）が表示されますので、「追加」をクリックします。 



「追加」をクリックします。 


3 構築する 「 Ad - Hoc モード」の ESSID を入力し、 「 Ad - Hoc モード（アクセスポイントを使用しない)」 
にチェックをつけます。設定したら [0 K ] をクリックします。 



①新規に構築したいネットワークの 
ESSID を入力します。 


② 「 Ad - Hoc モード（アクセスポイント 
を使用しない)」を選択します。 


③ 「0 K 」 をクリックします。 


4 手順2の画面右下の「適用」をクリックして設定を反映させます。 

これで 「 Ad - Hoc モード」のネットワークの構築が完了しました。セキュリティの設定を行う場合は「セキュ 
リテイの設定をしよう」 （ P .19) をご覧ください。 
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無線 LAN のセキユリテイについて 


無線 LAN ではデータの通信に電波を利用しているため、電波が届く範囲であれば、通信内容を傍受されたり、 
不正侵入される恐れがあります。本製品では、これらの対策として次のようなセキュリティ機能を搭載して 
います。 

■本製品で設定できるセキユリテイ機能 


•ESSID (Extended Service Set IDentifier ) 

無線 LAN に接続する機器を識別する名前です。 SSID と呼ばれることもあります。同じ ESSID を持つ無線 
LAN 機器同士でしか通信できないため、独自の ESSID を設定することにより、外部から不正侵入される危 
険が減少します。設定方法については、この PART の 「 ESSID を設定する」 （ P .19) をご覧ください。 


•WEP (Wired Equivalent Privacy ) 

通信内容を暗号化し、通信内容の傍受を防ぐセキユリティ機能です。仮に通信データを傍受された場合で 
も、通信内容の復元を容易に行うことができなくなります。 64 Bit 、128 Bit 、152 Bit の3種類から任意 
で暗号キーを作成します。設定方法については、この PART の 「 WEP を設定する」 ( P .20) をご覧くだ 
さい。 


•WPA ( Wi-Fi Protected Access ) 

通信内容を設定した暗号キーを使って暗号化するセキュリティ機能の一つです。暗号キーは一定時間ごと 
に変わる TKIP を採用しており、 WEP よりも解読されにくくなります。家庭でご利用できる 「 WPA-PSK 
( Personal )」 と企業内でご利用できる 「 WPA-EAP ( Enterprise )」 の2種類の設定ができます。設定方 
法については、この PART の 「 WPA 2/ WPA を設定する」 （ P .21) をご覧ください。 

• WPA 2 ( Wi-Fi Protected Access 2) 

WPA 2 は、 Wi-Fi Alliance が2004年9月に発表した WPA の新パージョンです。米標準技術局 ( NICT ) 
が定めた暗号化標準の 「 AES 」 を採用しており、128〜 256 Bit の可変調キーを利用して強力な暗号化が 
可能です。その他の仕様は WPA とほとんど変わらないので、 WPA と WPA 2 の混在した環境で利用でき 
ます。設定方法については、この PART の 「 WPA 2/ WPA を設定する」 ( P .21) をご覧ください。 

#802. lx 認証 

無線ネットワークを確立する際に、認証サービスを受けるセキュリティ設定です。正しい認証キーでアク 
セスすると認証サーバが正規のユーザであることを承認し、通信が可能になります。企業内のネットワー 
クで利用されます。設定方法については、この PART の 「 RADIUS サーバを使う場合」 ( P .23) をご覧く 
ださい。 


• JUMPSTART ™ for Wireless 

米国 Atheros 社が提供する無線 LAN セキュリティ設定技術です。有効時には、 Diffie - Hellman プロトコ 
ルを利用して自動で暗号キーを作成し、その後接続する機器が対応するセキュリティ機能 ( WPA 、 WPA 2) 
から高度かつ共通の設定を自動で行います。初回接続時に無線 LAN アダプタから「パスワード」を入力し 
て無線ネットワークのセキュリティが完了します。通常無線グループ化 （ ESSID ) と暗号化 （ WEP 、 WPA 、 
WPA 2) をそれぞれ行わなければならないところをワンステップで設定することができます。設定方法に 
ついては、付属の「らくらく導入ガイド」をご覧ください。 

7^1•セキュリティ設定は、通信相手の機器に合わせて同じ内容の設定を行ってください。 
ii «] . WPA 2 、JUMPSTART は Windows XP / 2000のみ対応です。 
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セキユリテイの設定をしよ 5 


■ ESSID を設定する 

画面右下の I をダブルクリックし、本製品のユーティリティを起動します。ユーティリティが起動すると、通 
信可能な ESSID (ネットワーク）が自動的に表示されます。 

アクセスポイントに ESSID を検索されないような機能（ステルス AP ) が有効になっている場合 
は ESSID が空欄で表示されます。 

1接続したい ESSID (ネットワーク）をダブルクリックします。 


6 



ダブルクリックします。 


2 「プ□パティ」画面が表示されますので、新しく設定する ESSID の値を入力し、 [0 K ] をクリックし 
ます。 



①新しく設定する ESSID の値を入力し 
ます。 


② [0 K ] をクリックします。 


3 手順1のユーテイリテイの「設定」画面に戻り、右下の[適用]をクリックして設定を反映させます。 
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■ WEP を設定する 

画面右下の:！をダブルクリックし、本製品のユ_ティリティを起動します。ユーティリティが起動すると、通 
信可能な ESSID (ネットワーク）が自動的に表示されます。 

アクセスポイントに ESSID を検索されないような機能（ステルス AP ) が有効になっている場合 
は ESSID が空欄で表示されます。 

1設定したい ESSID (ネットワーク）をダブルクリックします。 

2 「プ□パティ」画面が表示されますので、 WEP の設定をします。 


2 



① 


② 


③ 


④ 


設定が終了したら [0 K ] をクリックし 
ます。 


① 「Open System 」 もしくは 「Shared Key 」 を選択します。 

② 「64 Bit 」、 「128巳 it 」、「152 Bit 」 の中から選択します。 

③ 16進数の任意の暗号キーを直接入力します。入力すると「*」の表示に変わります。 

- 64 Bit - 16進数 （0 〜9 / a 〜 f ) 10桁 
- 128 Bit - 16進数 （0 〜 9/ a 〜 f ) 26桁 
- 152 Bit - 16進数 （0 〜 9/ a 〜 f ) 32桁 
•64 Bit —ASCII (半角英数記号）5文字 
- 128 Bit-ASCII (半角英数記号）13文字 
- 152 Bit - ASCII (半角英数記号）16文字 


④使いたい暗号キーを「キ ー 1」〜「キー4」の中から選択します。 

1^]. 上記の②で ri 28 BitJ および ri 52 BitJ を選択した場合、③で入力できるキーは「キ ー 1」の 
H みとなります。 


3 [0 K ] をクリックします。 


4 手順1のユーティリテイの「設定」画面に戻り、右下の[適用]をクリックして設定を反映します。 
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■ WPA 2/ WPA を設定する 


• WPA 2- PSK または WPA - PSK を使う場合 

画面右下の I をダブルクリックし、本製品のユ_ティリティを起動します。ユーティリティが起動すると、通 
信可能な ESSID (ネットワーク）が自動的に表示されます。 

■^1 アクセスポイントに ESSID を検索されないような機能（ステルス AP ) が有効になっている場合 
Sm \ は ESSID が空欄で表示されます。 


1設定したい ESSID (ネットワーク）をダブルクリックします。 

2 「プロパティ」画面が表示されますので、次のように設定をします。 



1 -設定が終了したら [0 K ] をクリックし 

ます。 

①認証方式で 「 WPA 2 -PSK (パーソナル)」または rWPA-PSK (パーソナル)」を選択します。 


②暗号方式で 「 TKIP 」 または 「 AES 」 を選択します。 


③[認証設定]をクリックし、任意の共有キーを入力して設定します。 



初回アクセス時の暗号キーを入力しま 
す。 


※8文字〜63文字の任意の暗号キーを 
入力してください。以下の半角英数記 
号も使用できます。 


②設定が終了したら [0 K ] をクリック 
します。 


3 [0 K ] をクリックします。 

4 手順1のユーテイリテイの「設定」画面に戻り、右下の[適用]をクリックして設定を反映させます。 
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• WPA 2- EAP または WPA - EAP を使う場合 

画面右下の I をダブルクリックし、本製品のユーテイリテイを起動します。ユーテイリテイが起動すると、通 
信可能な ESSID (ネットワーク）が自動的に表示されます。 


7 f ] アクセスポイントに ESSID を検索されないような機能（ステルス AP ) が有効になっている場合 
km \ は ESSID が空欄で表示されます。 

1設定したい ESSID の値をダブルクリックします。 

2 「プロパティ」画面が表示されますので、次のように設定をします。 



I 


③ 


設定が終了したら [0 K ] をクリックし 


ます。 


① 認証方式で 「 WPA 2 -EAP (エンタープライズ)」または 「 WPA-EAP (エンターブライズ)」を選 
択します。 

② 暗号方式で 「 TKIP 」 または 「 AES 」 を選択します。 

③ [認証設定]をクリックします（詳しくは 「 RADIUS サーバを使う場合」（次べージ）をご覧くだ 
さい)。 

3 [0 K ] をクリックします。 

4 手順1のユーテイリテイの「設定」画面に戻り、右下の[適用]をクリックして設定を反映させます。 
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參 RADIUS サーバを使う場合 

RADIUS サーバを持つ大規模なネットワークではお使いのネットワークに合わせた設定が必要です。ご使用 
の環境によって設定が異なりますので、詳細はネットワーク管理者にお問い合わせください。 

ここでは 「 EAP - TLS 」 を設定する場合の説明をします。 



① 「 EAP - 丁 LS 」 を選択します。 


②「ユーザ証明」で使用する証明書を選 
択し、「サーノ（の証明書の有効化」に 
チェックマークをつけます。 


③「ユーザ名」を入力します。 


④設定が終了したら [0 K ] をクリック 


します。 


ユーティリティの「設定」画面に戻り、右下の[適用]をクリックして設定を反映させます。 

7^1•ユーザ証明は、あらかじめダウンロードするなどして入手しておく必要があります。 

為 .弊社では Windows 2000 Server インターネット認証サービス （IAS) で動作を確認しており 
ます。 
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セキュリティー覧 

本製品で設定できる WEP および WPA 2、 WPA の設定は以下のとおりです。 

• WEP ." Infrastructure / Ad-Hoc 共通 


認証方式 

暗号方式 

WEP 暗号強度 

Open System 

無効 

— 


WEP 

64 Bit — 16進数（◦〜9 / a 〜 f ) 10桁 

128巳 it — 16進数 （0 〜 9/ a 〜 f ) 26ネ行 

152 Bit - 16進数 （0 〜 9/ a 〜 f ) 32桁 

64 Bit —ASCII (半角英数記号）5文字 

128 Bit-ASCII (半角英数記号）13文字 

152 Bit —ASCII (半角英数記号）16文字 

Shared Key 

WEP 

64 Bit — 16進数（◦〜9 / a 〜 f ) 10桁 

128 Bit - 16進数 （0 〜 9/ a 〜 f ) 26桁 

152巳 it — 16進数 （0 〜 9/ a 〜 f ) 32半行 

64 Bit ASCII (半角英数記号）5文字 

128 Bit-ASCII (半角英数記号）13文字 

152 Bit-ASCII (半角英数記号）16文字 


※ Open System …アクセスポイントに認証キーを通信させないで接続します。 
※ Shared Key ……アクセスポイントに認証キーを通信させて接続します。 


• WPA 2 または WPA-Infrastructure の場合 


認証方式 

暗号方式 

認証設定 

WPA - EAP 
(エンタープライズ） 

TKIP 

EAP - TLS 

LEAP 

EAP - TTLS 

PEAP 

AES 

EAP - TLS 

LEAP 

EAP - TTLS 

PEAP 

WPA - PSK (パーソナル） 

TKIP 

共有キー 

AES 

共有キー 

WPA 2 -EAP 

(エンタープライズ） 

TKIP 

EAP - TLS 

LEAP 

EAP - TTLS 

PEAP 

AES 

EAP-TLS 

LEAP 

EAP-TTLS 

PEAP 

WPA 2 -PSK (パーソナル） 

TKIP 

共有キー 

AES 

共有キー 
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「設定」タブをクリックします。 

② 

③ 


「設定」タフをクリックします。 


m 


I 設定 \im |オブシヨン|パージョン情報| 

补検索迄)： ■ ■ ■「 

検索したアクセスボイントへ掊梡するための設定ファイルを、招皖ボタンで作成します [ 再検索 ( B ) ■[ 



設定ファイルの音理 ◎): 

使用する設定ファイルを逞択し、通用を 
■押してください 


優先するアクセスポイント ( P : 

以下の優先胴位で、アクセスポイントに接続を卽.ます 


④- 


名前変更奴 ) J 




1 ESSID 


1 乜キュリ 丁ィ I 二 


贅 corega 


Open System 


追加(旦）上 
則除 ㈤ 上" 


丨プロパティ®卜 


キャンセル 


適用⑻ 


PART 


ユーテイリテイの画面について 


本製品のユーティリティを起動するには、画面右下のタスクトレイ（通知領域）にある I をダブルクリック 
しよ9 〇 


「設定」画面 


項目名 

説明 

① AP 検索 

利用可能な無線ネットワークのリストが表示されます。 

②再検索 

クリックすると、利用可能な無線ネットワークの検索を開始し 
よ9 〇 

③接続 

①に表示される無線ネットワークを選択し、クリックすると 
ネットワークにアクセスを始めます。セキュリティ設定がされ 
ている場合は、同じ設定をしておく必要があります。 

④設定ファイルの管理 

個々の無線の設定した内容を設定ファイルに保存することがで 
きます。保存できるファイルの数はお使いのパソコンによって 
違います。 

⑤優先するアクセスポイント 

①で表示された無線ネットワークをクリックすると表示され、 
優先的に接続できるようにします。最大で1〇〇件の表示をする 
ことができます。 

⑥優先順位の移動 

⑤に表示されている「優先するアクセスポイント」を選択し、 

S ゃ g j をクリックすることによって選択してし)る無線ネット 
ワークの優先順位を変更することができます。 

U をクリックすると優先順位が上がります。 

をクリックすると優先順位が下がります。 

※ 「 Ad - Hoc モード」の無線ネツトワークは 、 「Infrastructure 
モード」の無線ネットワークより上位に移動させることはで 
きません。 

⑦追加 

無線のネットワークを新たに設定する場合クリックします。 


⑥ 

⑤ I ⑦⑧⑨⑩⑪⑫ 
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項目名 

説明 

⑧削除 

「優先するアクセスポイント」で表示された無線ネットワークを 
削除します。 

⑨プ□パティ 

「優先するアクセスポイント」で選択した無線ネットワークのセ 
キユリティ設定をすることができます。 

⑩移動 

選択した「優先するアクセスポイント」を「設定ファイル」に 
移動します。 

⑪再接続 

⑤に表示される無線ネットワークを選択し、クリックすると再 
度ネットワークに接続します。 

⑫固定 

⑤に表示される無線ネットワークを選択し、クリックすると優 
先順位に関係なく、選択した無線ネットワークに接続します。 
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■AP 検索表示の各項目 


ESSID 

MAG(BSSID) 

信号強 ... 

セキュリティ 

CH 

周波数 

802.11 

Super 

XR 

■ そ corega 

xoooaiooooa 

100SS 

無効 

6 

2.437 Ghz 

g 

r 


1 

① 

1 

② 

1 

③ 

1 

④ 

1 

⑤ 

1 

⑥ 

1 

⑦ 

1 

⑧ 

1 

⑨ 


項目名 

説明 

① ESSID 

接続状態と無線ネットワークの ESSID を確認できます。 

を接続可能な無線ネットワークです。 （ Ad - Hoc モード） 

分現在接続している無線ネットワークです。 （ Ad - Hoc モード） 
i 接続可能な無線ネットワークです。 （ Infrastructure モード） 

^ 現在接続している無線ネットワークです 。 (Infrastructure 
モード） 

※ステルス機能が設定されている場合、 ESSID は表示されませ 
ん。 

② MAC (巳 SSID ) 

MAC アドレス （ BSSID ) を確認できます。 

③信号強度 

通信強度を〇〜100%の間で確認できます。 

④セキュリティ 

設定されているセキュリティ設定を確認できます。 

你セキュリティが設定されている無線ネットワークに付くマー 

クです。 

無効-セキュ U ティ設定が設定されていない 

無線ネットワークです。 

WEP -セキュリティ設定で WEP が設定されて 

いる無線ネットワークです。 

WPA 2 -PSK -セキュリティ設定で WPA-PSK (パー 

ソナル）が設定されている無線ネット 
ワークです。 

WPA 2 -EAP -セキュリティ設定で WPA-EAP (エン 

ターブライズ）が設定されている無線 
ネットワークです。 

WPA / WPA 2 -PSK ---- セキュリティ設定で WPA-PSK (パー 
ソナル）が設定されている無線ネット 
ワークです。 

WPA / WPA 2 -EAP ---- セキュリティ設定で WPA-EAP (エン 
ターブライズ）が設定されている無線 
ネットワークです。 

⑤ CH 

設定されているチヤンネルを確認できます。 

⑥周波数 

無線ネットワークが使用している電波の周波数を確認できます。 

⑦802,11 

802.11モード（通信規格）を確認できます。 

⑧ Super 

Super A または Super G が設定されている場合は、，が表示さ 
れます。 

⑨ XR 

extended Range が設定されている場合は、 g が表示されま 
す。 
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■「 ip & プロキシ設定」画面 

本製品は「優先するアクセスポイント」に表示された ESSID (ネットワーク）の設定に対して、 「IP アドレ 
ス」および「プロキシ」の設定を行うことができます。設定を行うには、最初に「設定」画面の[プ□パティ] 
をクリックし、次の画面を表示させ、 [IP &プロキシ設定]をクリックします。 



[IP& プロキシ設定]をクリックします。 


• rip 設定」画面 

「IP 設定」タブをクリックし、 IP アドレスと DNS サーバを設定してください。 



① 「 IP 設定」タブをクリックします。 


②ご使用の環境に合わせて JP アドレス 
と DNS サーノ（の情報を入力してくだ 
さい。 


③設定が終了したら [0 K ] をクリック 
します。 


• 「プロキシ設定」画面 

「プロキシ設定」タブをクリックし、プロキシサーバの設定を入力してください。 



①「プロキシ設定」タブをクリックしま 
す。 


②お使いの環境に合わせてプロキシの 
設定を入力してください。 


③設定が終了したら [0 K ] をクリック 
します。 
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r 状態」画面 


「状態」タブをクリックします。 


設定, 


mr|jt ブシヨン I パージョン情報 | 


r 状態」タブをクリックします。 


m 


掊梡状態 
接続状態： 
ESSID ： 

BSSID ： 

接梡モード： 
802.11 モード： 
チヤンネル： 
暗号化: 

送信帯域： 

重 Sil 状態： 
信号強度： 


接続;'斉圓 
corega _ 
XX:XX:XX:XX:XX:XX- 
Infrastructure — 
802.11 a-5G Hz - 
34 - 
無効一 
54.0 Mbps _ 
接続洧一 




MAC アドレス： XX:XX:XX:XX:XX:XX 

電波状態： ON 


キャンセル」適用⑻ 


■① 


■③ 


■⑤ 


■⑦ 


■⑨ 


■② 

■④ 

■⑥ 

■⑧ 

■⑯ 


■⑪ 

■⑫ 


項目名 

説明 

①接続状態 

本製品の接続状態を表示します。 

©ESSID 

現在設定されている ESSID を表示します。 

※工場出荷時の設定は 「corega」 です 0 

③巳 SSID 

接続相手機器の MAC アドレスを表示します。 

④接続モード 

設定されている接続モードを表示します。 

⑤ 802.1 1 モー ド' 

現在接続されている通信規格を表示します。 

⑥チヤンネル 

現在使用しているチャンネルを表示します。 

⑦暗号化 

現在設定されているセキユリテイ設定を表示します。 

⑧送信帯域 

現在送信している送信帯域を表示します。 

⑨認証状態 

通信相手機器との接続状態を表示します。 

⑱信号強度 

通信相手機器との信号の強度を％で表示します。 

⑪電波状態 

本製品が通信可能の状態であるかを表示します。 

⑫ MAC アドレス 

本製品の MAC アドレスが表示されます。 
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「オプション」タブをクリックし 
ます。 


「オフシヨン」画面 

「オプション」タブをクリックします。 



項目名 

説明 

①一般設定 

チェックをつけると各機能が動作します。 

②優先ではない ESSID (ネッ 
トワーク）に自動的に接続 

チェックをつけると「設定」画面 （ P .25) で検索された ESSID 
(ネットワーク）を優先順位をつけることなく接続します。 

③使用する通信モード 

「設定」画面で ESSID (ネットワーク）を検索するモードを指 
定することができます。 

④ 電波を止める 

ネットワークの接続を中断したい時にチェックを入れます。 

⑤周波数帯域 

本製品の無線 LAN の通信規格を指定できます。ここで無線 LAN 
の通信規格を指定した場合、「設定」の画面には指定した規格を 
使用しているネットワークのみが表示されます 
※工場出荷時の設定は 「 Auto 」 です。 

⑥ Ad - Hoc 時の周波数 

Ad - Hoc での通信時に使用する周波数を表示します。 
「2.4 GHz 」、「5 GHz 」 のいずれかから選択してください。 

※工場出荷時の設定は、 「2.4 GHz 」 です。 

⑦ Ad - Hoc のチヤンネル 

Ad - Hoc での通信時に使用するチャンネルを設定することがで 
きます。1〜13チャンネルの中から選択してください。 

※802.1 la の場合、チャンネルの選択はできません。 

※工場出荷時の設定は 「 AUT 0」 です。 

⑧ 省電カモード 

本製品の消費電力を抑えるよう設定できます。「無効」、「最大」、 
「速度優先」のいずれかから選択できます。 

※工場出荷時の設定は「速度優先」です。 

⑨ 送信電力 

本製品の出力する電波の強さを指定できます。 

※工場出荷時の設定は「100%」です。 

⑱ Super A/G 

本製品は 「Super A / G 」 に対応しており 、 「Super A / G 」 モー 
ドを搭載 した無線 LAN 機器との通信時にノ（ースト転送および 
データ圧縮を行い、通信速度を向上させます。 

※工場出荷時は roN (圧縮)」に設定されています。通常は変 
更する必要はありません。 

⑪ extended Range 

「有効」にすると、通信範囲が広がり、より安定した通信を行う 
ことができます。 

※接続相手の機器も 「extended RangeJ に対応している必要 
があります。 

※工場出荷時は「無効」に設定されています。 


④⑤⑥⑦⑧⑨⑩⑪ 
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「バージョン情報」画面 


本製品のソフトウェアの現在のバージョンが表示されます。 



「パージヨン情報」タブをクリックし 
ます。 
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おことわり 


-本割よ、株式会社コレガが作成したもので、全ての権利を弊社が保有しています。弊社に無断で本書の 
一部または全部をコピーすることを禁じます。 

-予告なく本書の一部または全体を修正、変更することがありますがご了承ください。 

_改良のため製品の仕様を予告なく変更することがありますがご了承ください。 


Copyright ©2005 株式会社コレガ 
corega は、株式会社コレガの登録商標です。 

Windows は、米国 Microsoft Corporation の米国およびその他の国における登録商標です。 

その他、この文書に掲載しているソフトウェアおよび周辺機器の名称は各メーカの商標または登録商標です。 
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